



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3) 5) 4) 6) 8) 7) 
明
治
討
法
史
の
一
断
固
四
七
一
健
一
瞥
と
経
済
解
」
以
後
に
於
て
は
こ
の
影
響
が
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
が
し
根
本
方
針
に
於
て
は
‘
岩
倉
の
「
大
綱
鋪
」
等
と
異
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
細
部
の
鑓
化
に
臼
問
責
す
る
と
思
ふ
。
図
、
第
一
試
案
と
し
て
の
未
完
計
憲
法
義
縛
」
井
上
私
案
作
成
後
伊
藤
等
師
朝
し
ι
そ
の
後
は
憲
法
制
定
に
備
へ
て
政
府
機
構
全
体
の
改
革
が
行
は
れ
た
り
、
共
他
封
外
的
事
件
底
辺
の
た
め
多
忙
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
方
面
に
も
意
を
用
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
ロ
エ
ス
レ
ル
等
の
諸
外
人
と
の
質
疑
を
行
ふ
な
ぎ
着
々
と
準
備
を
進
め
、
本
格
的
起
平
は
明
治
十
九
、
二
十
年
頃
で
あ
っ
た
と
と
は
さ
き
に
一
世
一
目
し
た
。
「
憲
法
義
解
未
完
初
稿
」
り
は
井
上
毅
が
起
草
の
一
員
を
命
ぜ
ら
れ
本
格
的
也
手
の
段
階
に
が
、
け
る
未
完
乍
ら
段
初
の
草
案
で
あ
っ
た
と
い
ひ
う
る
。
と
れ
は
、
次
に
述
べ
る
甲
案
試
京
の
胃
頭
に
於
け
る
ま
え
が
き
中
「
第
一
試
薬
=
ハ
説
明
ヲ
附
シ
タ
レ
ド
説
明
ハ
之
ヲ
取
拾
定
案
ノ
後
二
諮
り
妬
ク
之
ヲ
抹
殺
シ
今
各
保
一
一
附
ス
ル
コ
ロ
ヱ
ス
レ
ル
、
毛
ツ
セ
雨
氏
ノ
答
議
ヲ
以
テ
シ
タ
リ
」
の
の
説
明
付
の
「
第
一
試
案
」
で
あ
り
、
甲
乙
試
平
前
の
一
笑
で
あ
っ
た
と
と
が
分
る
。
こ
の
「
第
一
試
案
」
た
る
「
京
法
一
説
得
」
の
構
成
は
、
第
一
幸
皇
室
第
二
章
図
土
及
図
民
第
三
宝
・
元
老
院
及
議
院
よ
り
な
り
全
部
で
第
三
九
保
迄
で
以
下
未
完
で
逐
保
説
明
日
m
附
せ
ち
れ
て
ゐ
る
。
と
の
「
第
一
試
案
」
た
る
2
一
品
川
法
読
解
」
が
後
段
し
て
後
惑
の
「
憲
法
説
明
」
と
な
り
伊
藤
博
文
著
「
定
法
装
解
」
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
後
の
「
憲
法
義
解
」
に
到
逢
す
る
ま
で
に
は
ま
だ
相
蛍
な
距
離
が
あ
る
が
、
説
明
は
類
似
ぜ
る
知
が
い
悩
め
て
多
い
。
同
一
執
筆
者
た
る
と
と
を
物
語
る
。
と
の
「
未
完
初
稿
憲
法
義
解
」
は
時
期
的
に
は
鈴
木
安
減
氏
に
上
れ
ば
、
わ
明
治
十
九
年
十
月
上
り
二
十
年
二
月
頃
の
も
の
と
推
定
し
て
h
ね
ら
れ
る
。
と
れ
に
よ
っ
て
井
上
私
案
作
成
後
数
年
を
経
過
せ
る
と
と
を
知
り
う
る
し
、
立
場
的
に
い
っ
て
も
私
案
の
域
を
脱
し
て
公
的
試
案
と
化
せ
る
と
と
に
よ
っ
て
も
井
上
私
案
に
比
し
℃
相
岱
の
援
化
他
一
一
目
す
れ
ば
明
治
退
治
へ
の
鋭
む
性
を
増
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
そ
の
順
序
に
於
て
天
皇
に
関
A
J
る
mm
定
が
首
章
に
な
か
れ
た
こ
と
は
明
治
定
法
活
み
と
な
り
、
井
上
私
案
が
咽
土
、
図
氏
の
後
に
な
く
の
と
は
異
な
っ
て
ゐ
る
。
ス
ク
イ
ン
、
グ
ナ
イ
ス
ト
等
の
専
制
主
義
鼓
吹
を
聴
い
て
郎
朝
し
た
伊
藤
の
示
し
た
起
ヰ
原
則
、
わ
が
図
国
有
の
図
休
と
い
ふ
が
如
き
も
の
の
強
調
が
か
L
る
変
化
、
と
な
っ
て
去
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
多
く
を
プ
ロ
シ
ヤ
送
法
に
認
を
と
れ
る
井
上
試
案
は
明
治
憲
法
に
比
し
て
若
干
氏
主
的
た
る
鮪
を
合
ん
で
ゐ
た
こ
と
前
述
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
，
次
第
に
と
の
民
主
的
要
一
議
が
減
じ
っ
L
あ
る
の
が
自
に
つ
く
。
、
p ， 
十
四
八
共
他
天
皇
に
関
す
る
規
定
の
仕
方
、
雨
議
院
の
様
限
、
議
舎
の
命
日
期
、
議
員
の
地
位
等
に
関
す
る
規
定
は
明
治
憲
法
へ
愈
々
接
近
せ
る
を
示
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
図
土
の
規
定
が
あ
っ
た
り
、
「
園
土
及
図
民
」
の
章
に
、
内
閣
や
参
事
院
の
規
定
が
あ
り
、
「
元
老
院
及
議
院
」
章
中
に
、
緊
念
勅
令
の
規
定
が
あ
る
な
E
は
異
・
な
る
。
就
中
天
皇
の
大
様
を
列
撃
し
て
ゐ
た
い
と
と
は
明
治
憲
法
と
の
大
在
る
差
異
で
あ
る
。
叉
明
治
憲
法
に
封
し
て
民
主
的
な
る
黙
で
あ
る
が
、
「
外
図
倹
約
一
一
由
リ
関
彊
ヲ
鑓
更
シ
叉
ハ
図
及
人
民
-
一
義
務
ヲ
負
ハ
シ
ム
ル
者
ハ
雨
院
ノ
認
可
ヲ
経
小
山
川
口
か
わ
や
か
か
」
、
と
あ
る
。
と
れ
は
井
上
私
案
が
プ
ロ
シ
ヤ
定
法
に
倣
っ
て
つ
:
:
図
財
ヲ
費
シ
閲
彊
ヲ
愛
ズ
ル
ゾ
傑
約
ハ
一
附
除
ハ
や
諾
f
ヲ
得
ベ
シ
」
の
檎
承
で
あ
り
、
更
に
甲
乙
案
に
も
同
様
の
規
定
が
あ
り
、
井
上
の
憲
法
思
想
に
会
け
ろ
明
治
無
法
に
封
す
る
若
干
の
民
主
性
は
と
の
賠
に
闘
し
て
は
一
貫
し
て
ゐ
た
と
い
っ
て
い
L
。
円
詰
M
ヲ
り
'
伊
藤
博
文
編
憲
法
資
制
一
中
巻
一
頁
以
下
参
照
。
め
伊
藤
博
文
編
憲
法
資
料
上
巻
二
O
六
頁
。
め
鈴
木
安
臓
器
「
憲
法
制
定
と
ロ
エ
ス
レ
ル
」
一
九
六
頁
。
‘
五
、
申
案
試
草
'c乙
実
試
草
公
的
試
案
と
し
て
は
朱
完
初
稿
「
宗
法
義
解
」
を
色
づ
第
一
に
感
げ
ろ
る
が
、
依
然
未
完
で
あ
っ
て
全
体
を
う
か
ど
ふ
と
と
は
出
来
な
い
。
公
的
試
案
と
し
て
甲
菜
、
乙
薬
試
草
と
そ
は
井
上
の
起
草
せ
る
絞
も
初
期
の
一
腹
完
成
せ
る
憲
法
草
案
で
あ
っ
た
と
い
び
う
る
。
"
甲
笑
試
草
は
、
明
治
二
十
年
五
月
二
三
日
に
井
上
毅
よ
り
伊
藤
博
文
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
え
が
き
に
、
.
「
本
案
ハ
長
・
初
ノ
命
意
-
一
依
リ
君
主
ノ
特
椛
並
-
一
他
ノ
綱
要
ノ
部
分
ヲ
『
プ
レ
ア
ン
プ
ル
』
-
一
議
リ
務
メ
テ
僚
章
ヲ
筒
省
-
一
ス
ル
ノ
方
轡
ヲ
取
レ
り
、
ダ
}
試
案
一
一
ハ
説
明
ヲ
附
シ
グ
レ
ド
モ
説
明
ハ
之
ヲ
取
捨
定
案
ノ
後
一
一
譲
リ
妬
ク
之
ヲ
抹
殺
シ
今
各
俊
一
一
附
ス
ル
エ
ロ
エ
ス
レ
ル
、
モ
ツ
セ
雨
氏
ノ
答
議
ヲ
以
テ
シ
タ
リ
」
と
迷
ベ
で
あ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
伊
藤
の
命
に
よ
っ
て
起
草
せ
る
も
の
で
あ
る
と
と
と
、
未
完
「
憲
法
義
解
」
と
の
一
関
係
、
甲
案
試
草
の
根
本
方
針
を
間
明
た
ら
し
め
る
と
と
に
よ
っ
て
乙
案
試
平
と
の
差
異
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
ロ
ヱ
ス
レ
ル
、
モ
ツ
セ
の
答
議
中
、
就
中
ロ
エ
ス
レ
ル
の
も
の
が
設
も
多
く
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
と
れ
は
井
上
が
絡
始
・
視
し
ん
だ
之
と
の
詮
左
で
あ
り
、
井
上
明
治
憲
法
史
の
一
断
面
四
九
経
管
と
経
済
五
O 
、司b
e 
と
ロ
ヱ
ス
レ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
簡
越
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
の
甲
笑
試
平
に
附
せ
ら
れ
た
ロ
エ
ス
レ
ル
答
議
は
雨
者
の
密
接
な
る
関
係
を
如
質
に
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
ロ
土
ス
レ
ル
の
影
響
が
諸
他
の
外
人
に
比
し
て
厭
一
倒
的
た
り
と
せ
ら
れ
る
の
は
と
れ
の
み
を
み
て
も
首
肯
せ
ら
る
L
の
で
あ
る
。
・
4
.
乙
案
試
草
は
依
文
が
甲
渠
試
草
よ
り
整
備
さ
れ
、
後
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
提
出
時
期
が
歩
し
早
い
と
は
墜
者
の
一
致
し
て
指
摘
す
る
と
・
1
と
ろ
で
あ
る
。
け
乙
奈
の
甲
渠
に
封
す
る
特
色
は
、
甲
山
宋
が
前
一
不
の
ま
え
が
き
中
「
君
主
ノ
特
桜
並
-
一
他
ノ
綱
要
ノ
部
分
ヲ
『
プ
レ
ア
ン
プ
ル
』
子
一
議
リ
務
メ
テ
僚
主
・
ヲ
筒
省
」
に
し
、
ロ
ヱ
ス
レ
ル
、
モ
ツ
セ
の
答
議
を
附
し
た
の
に
討
し
、
乙
案
に
は
上
誌
な
く
、
乙
案
例
言
に
於
て
「
務
メ
テ
許
多
ノ
依
宰
ヲ
列
恐
ス
ル
ヲ
以
一
ア
目
的
ト
シ
、
放
テ
雑
フ
ル
ニ
私
意
ヲ
N
P
テ
セ
ズ
、
北
パ
探
探
収
拾
ヲ
一
ニ
A
V
同
局
ニ
仰
」
ぐ
と
い
ふ
根
本
方
針
を
述
べ
℃
沿
り
、
乙
の
根
本
方
針
ω
下
に
世
界
各
国
ω訟
法
保
文
を
彼
此
引
用
し
て
平
案
の
保
文
と
封
照
せ
し
め
て
ゐ
る
。
甲
乙
議
試
草
の
依
辛
の
排
列
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
括
弧
内
は
乙
茶
室
不
す
。
第
一
章
根
本
保
則
六
皇
位
及
主
椛
)
第
二
立
国
民
(
図
土
及
岡
氏
)
第
三
立
門
閥
及
参
事
院
〈
同
)
第
川
章
元
老
院
及
代
議
院
(
雨
議
院
)
.
第
五
幸
司
法
総
(
同
)
ー
第
六
立
租
税
及
合
計
(
同
)
第
七
字
以
兵
(
同
)
(
第
八
立
総
則
)
右
の
如
く
依
草
取
於
て
は
殆
ん
左
大
差
な
い
が
、
根
本
方
針
。
差
は
若
干
の
相
違
と
な
っ
τあ
ら
は
れ
た
o
す
な
は
ち
、
甲
笑
で
は
、
上
識
に
執
行
命
令
]
溺
立
命
令
、
文
武
官
任
泊
、
官
制
、
楽
典
、
陸
海
平
の
統
卒
、
編
制
、
立
以
講
和
、
保
約
締
結
の
大
絞
(
君
主
の
特
椛
V
並
び
に
法
令
の
放
力
‘
定
法
ο
改
正
等
、
(
他
。
細
川
女
の
部
分
)
を
上
識
に
譲
っ
て
ゐ
る
が
、
乙
議
に
は
上
誌
は
な
く
、
天
皇
の
大
椛
は
第
一
章
呈
低
及
主
憾
の
幸
r
F
J
法
令
の
款
力
及
志
法
改
正
は
第
八
平
総
則
・
0
立
/
を
設
け
て
正
文
に
沿
さ
め
て
ゐ
る
。
未
完
「
宏
法
義
併
」
と
甲
乙
'
釆
の
差
問
先
如
何
。
こ
れ
は
同
者
が
時
期
的
に
も
接
着
し
て
ゐ
る
た
め
内
容
の
骨
子
に
於
て
は
殆
ん
ど
犬
去
は
な
い
と
い
へ
る
。
只
内
閣
宇
多
一
品
院
ο規
定
が
前
者
で
は
t
「
図
土
及
図
民
」
の
平
に
あ
る
が
、
後
者
で
は
分
離
さ
れ
で
一
章
を
な
し
、
行
政
立
法
司
法
の
統
治
作
則
及
統
治
組
織
が
九
一
序
さ
れ
τき
た
こ
と
、
図
誌
の
椛
利
義
務
の
列
患
が
な
さ
れ
た
と
と
、
大
模
事
項
の
列
島
4
は
甲
案
で
は
上
誌
に
譲
っ
た
が
、
乙
議
で
は
明
治
訟
法
程
に
は
整
備
さ
れ
て
な
い
に
し
て
も
係
文
中
に
ゐ
さ
め
ら
れ
た
乙
と
等
で
あ
り
、
明
治
志
法
へ
の
接
?
む
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
斯
紋
に
両
者
は
骨
チ
に
於
τは
大
差
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
井
上
私
議
と
甲
乙
架
と
の
比
較
も
亦
、
未
完
「
憲
法
義
解
」
に
於
て
井
上
私
案
と
未
完
「
宗
法
義
解
」
の
差
異
を
述
べ
た
賠
ポ
略
々
同
校
に
あ
て
は
ま
る
と
忠
ふ
申
と
れ
を
二
一
一
ロ
で
い
へ
ば
民
主
的
規
定
の
減
少
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
憲
法
で
は
更
に
非
民
主
化
さ
れ
た
と
と
を
指
摘
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
、
前
述
の
如
く
明
治
憲
法
に
な
き
僚
約
の
一
定
の
も
の
に
お
す
る
談
合
の
承
認
様
、
一
号
資
宋
査
、
報
告
請
求
椛
が
あ
る
と
と
等
ぜ
あ
る
。
要
す
る
に
、
甲
乙
案
は
井
上
の
作
成
し
た
一
腹
完
成
せ
る
公
的
試
案
の
長
初
の
も
の
で
あ
り
、
諸
多
の
外
人
の
助
一
一
一
口
指
導
を
受
け
る
と
共
に
、
世
界
各
図
の
諸
憲
法
を
比
較
参
照
、
多
大
の
苦
心
の
上
成
立
せ
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
認
め
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
の
で
あ
る
が
、
岩
倉
の
憲
法
意
見
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
方
針
は
少
し
も
愛
更
せ
宇
、
更
に
伊
藤
の
示
し
た
起
草
原
則
に
則
り
伊
東
の
助
力
を
え
て
井
上
私
案
以
上
に
非
民
主
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
の
結
「
乙
案
例
一
一
一
口
」
に
各
図
の
僚
交
を
列
翠
す
る
示
、
「
各
国
の
怠
法
中
、
共
共
和
'
の
主
義
に
出
る
者
は
勿
論
、
共
立
君
主
誌
に
局
す
る
も
の
k
雌
も
、
中
古
以
来
三
椛
分
立
の
謬
設
に
源
流
し
::γ
・
:
主
は
行
政
の
主
長
在
り
と
い
ふ
の
類
は
本
案
に
綱
雄
せ
や
」
と
述
べ
て
ゐ
る
と
と
が
と
れ
を
惟
婦
に
物
語
る
の
で
あ
る
。
今
度
幣
原
内
閣
に
於
て
怠
法
改
正
の
事
業
が
進
め
ら
れ
、
松
本
間
務
大
臣
を
中
心
と
し
て
憲
法
専
門
家
の
集
り
が
と
れ
を
捨
蛍
し
、
大
体
成
案
を
甲
祭
乙
案
と
し
て
作
成
し
た
と
と
が
新
開
等
で
報
道
寸
さ
れ
た
が
、
と
れ
は
明
治
憲
法
起
草
の
際
の
と
の
甲
乙
渠
の
形
式
を
想
起
し
た
た
め
で
は
・
た
か
ら
う
か
。
(
品
ん
も
今
度
の
場
合
の
と
の
甲
乙
案
は
溌
表
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
内
容
は
窺
知
し
え
な
い
が
、
新
憲
法
と
は
何
の
関
聯
性
の
な
い
こ
と
は
大
体
推
測
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
『
毎
日
新
聞
、
昭
和
一
二
年
十
月
五
日
参
照
』
0
・
内
容
の
誠
一
闘
性
を
い
ふ
の
で
な
く
、
形
式
的
類
似
性
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
〉
F司
1) 詰
稲
田
正
夫
「
諸
法
起
草
の
経
泊
に
つ
い
て
」
図
家
態
曾
雑
誌
第
五
六
銭
十
一
説
。
鈴
木
、
「
憲
法
制
定
と
ロ
エ
ス
レ
ル
」
「
日
本
憲
政
史
大
綱
」
下
巻
七
二
九
頁
。
一
七
三
頁
。
尾
佐
竹
、
ー
六
、
ロ
エ
ス
レ
ル
私
案
ヘ
日
本
帝
図
志
法
平
案
〉
甲
案
試
草
に
対
し
て
伊
藤
博
文
が
先
づ
と
れ
に
修
正
を
施
し
て
出
来
た
の
が
甲
案
試
草
正
文
で
あ
り
、
次
に
は
甲
乙
案
を
基
礎
ど
し
て
修
正
を
加
へ
た
も
の
が
日
本
怠
法
修
正
案
で
あ
る
が
、
そ
の
何
れ
の
時
に
も
参
考
と
せ
ら
れ
た
の
が
ロ
エ
ス
レ
ル
の
日
本
帝
図
窓
法
草
案
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
於
て
ロ
ヱ
ス
レ
ル
私
案
は
明
治
虫
法
起
草
の
過
程
陀
於
て
占
有
過
明
治
憲
法
史
の
一
断
面
五
五
二
・
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
ロ
ヱ
ス
レ
ル
が
井
上
等
に
封
し
て
諸
答
議
を
通
じ
て
指
導
し
た
と
と
は
印
刷
に
屡
々
燭
れ
た
が
、
体
系
的
な
る
と
の
私
案
に
よ
っ
て
も
起
草
者
に
多
大
の
影
響
を
興
へ
て
ゐ
る
。
此
案
は
明
治
二
十
年
五
月
半
頃
甲
乙
案
と
殆
ん
ど
同
時
期
に
提
出
さ
れ
た
っ
と
れ
が
秘
密
出
版
「
西
哲
夢
物
語
」
附
哉
の
怠
法
草
案
で
、
秘
密
主
義
を
同
守
し
て
し
か
も
漏
決
し
た
た
め
起
草
者
賞
局
を
狼
狼
せ
し
め
、
ぽ
問
の
民
様
論
者
が
と
れ
こ
そ
良
正
の
憲
法
草
案
な
り
と
し
て
そ
の
反
動
性
を
指
摘
し
、
政
府
攻
撃
方
法
に
用
ひ
た
と
と
は
憲
法
史
上
の
有
名
た
る
一
事
件
で
あ
っ
た
。
ロ
ヱ
ス
レ
ル
私
案
。
各
章
の
排
列
は
、
原
規
、
第
一
章
天
皇
、
第
二
章
図
合
、
第
三
章
園
舎
の
椛
利
、
第
四
宰
一
般
の
椛
利
義
務
、
第
五
章
司
法
、
第
六
章
行
政
、
第
七
草
財
政
、
第
八
章
治
則
と
な
っ
τゐ
る
。
ロ
エ
ス
レ
ル
案
は
井
上
の
甲
乙
案
と
種
々
の
黙
で
異
な
っ
て
ゐ
る
が
、
保
約
締
結
に
関
し
て
議
合
の
関
奥
を
全
然
認
め
な
い
と
い
ふ
賄
、
財
政
に
関
し
て
甲
乙
議
以
上
に
保
守
的
な
る
貼
、
例
ヘ
ぽ
珠
算
に
闘
し
て
政
府
と
議
舎
と
一
致
仕
ぎ
る
と
き
は
、
前
年
度
設
算
施
行
主
義
を
採
ら
・
下
、
内
閣
の
一
一
民
任
を
以
て
勅
裁
を
仰
ぐ
と
い
ふ
如
く
君
主
規
裁
主
義
を
採
っ
て
ゐ
る
し
、
明
治
憲
法
第
七
十
僚
に
近
い
規
定
等
が
あ
り
、
前
者
は
明
治
意
法
へ
決
定
的
な
影
響
を
奥
へ
、
後
者
の
中
明
治
意
法
第
七
十
保
に
後
展
し
た
も
の
の
他
は
採
用
さ
れ
・
な
か
っ
た
。
ロ
エ
ス
レ
ル
案
の
詳
細
は
他
の
研
究
に
譲
る
が
、
り
ロ
ヱ
ス
レ
ル
私
案
も
根
本
見
地
，
す
な
は
ち
、
君
権
を
輩
同
に
す
る
黙
は
異
な
ら
な
か
っ
た
が
若
干
の
相
違
を
来
し
τゐ
る
。
議
曾
に
法
律
改
築
様
を
認
め
る
如
き
は
ロ
エ
ス
レ
ル
案
の
方
が
民
主
的
で
あ
る
が
、
他
は
概
し
て
ロ
エ
ス
レ
ル
案
の
方
が
行
政
維
の
強
化
従
つ
τ議
舎
の
櫨
肢
の
縮
少
を
主
扶
し
て
ゐ
及
、
詳
細
官
は
あ
る
が
、
保
守
的
、
非
民
主
的
で
あ
る
。
，
詮
M
り
鈴
木
安
蹴
岩
「
志
伝
制
定
ζ
ロ
エ
ス
レ
ル
」
稲
加
正
夫
「
憲
法
起
草
ω
経
過
ι
つ
い
て
」
河
村
又
介
「
憲
法
に
闘
す
る
伊
東
己
代
治
心
意
見
在
中
心
と
し
て
」
(
九
大
法
文
車
部
十
迫
年
記
お
法
単
論
文
集
所
収
)
。
等
。
七
、
甲
案
試
草
正
文
伊
藤
博
文
編
・
「
憲
法
資
料
上
巻
」
六
四
九
頁
以
下
に
は
、
「
甲
案
試
草
正
文
」
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
ま
え
が
き
に
「
別
本
-
一
ロ
ヱ
ス
レ
ル
、
モ
ツ
セ
雨
氏
ノ
答
議
ヲ
附
ス
ル
者
、
共
視
覚
ェ
使
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
正
本
謄
本
一
通
ヲ
具
フ
。
雨
本
供
-
一
均
シ
ク
甲
笑
ニ
係
リ
異
令
ア
ル
-
一
非
ズ
」
と
附
記
し
て
ゐ
る
o
前
記
、
U
甲
山
宋
試
草
に
雨
氏
。
答
戒
を
附
け
て
ゐ
て
は
、
み
る
の
が
不
便
だ
か
経
管
と
経
済
ら
そ
れ
を
除
い
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
相
営
訂
正
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
目
に
つ
く
ひ
と
れ
は
伊
藤
博
文
が
ロ
エ
ス
レ
ル
U
参
考
草
案
を
参
旅
し
て
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
墜
界
に
於
て
異
論
な
き
と
と
る
で
あ
る
。
ま
た
鈴
木
氏
は
「
『
憲
法
資
料
』
三
倉
は
復
刻
正
確
な
ち
十
し
℃
全
般
に
信
恕
す
る
は
危
除
で
あ
る
」
(
前
損
害
二
八
四
頁
)
と
さ
れ
原
本
に
よ
ら
れ
で
正
確
な
る
原
文
を
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
つ
い
て
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
ロ
エ
ス
レ
ル
案
の
影
響
に
つ
い
て
は
次
に
一
緒
に
述
べ
る
。
八
、
冒
木
憲
漉
修
正
案
(
夏
島
修
正
案
)
甲
乙
案
試
平
に
封
し
て
ロ
ヱ
ス
レ
ル
案
を
参
酌
し
て
先
づ
修
正
を
施
し
た
の
が
甲
案
試
草
正
文
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
本
格
的
に
修
正
を
行
っ
た
の
が
日
本
憲
法
修
正
案
で
あ
る
Q
夏
島
に
於
て
出
来
た
故
夏
島
修
正
案
と
も
い
は
れ
る
。
明
治
二
十
年
八
月
頃
出
来
上
っ
た
。
伊
藤
持
文
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
件
た
、
も
っ
と
も
執
筆
は
伊
東
が
伊
藤
の
命
に
よ
り
意
見
を
奉
じ
て
な
し
た
と
い
は
れ
る
。
.
保
章
。
排
列
は
、
第
一
章
根
本
保
則
、
第
二
章
一
λ
皇
、
第
三
章
帝
園
議
合
、
第
四
章
臣
民
一
般
の
椛
利
義
務
、
第
瓦
章
司
法
、
第
六
章
行
政
、
第
七
章
附
則
と
な
っ
て
ゐ
て
ロ
ヱ
ス
レ
ル
案
に
近
い
。
内
容
の
鮪
よ
り
み
る
も
ロ
エ
ス
レ
ル
案
の
参
照
せ
ら
れ
た
る
顕
著
な
る
跡
が
見
え
る
。
例
へ
ば
、
保
約
締
結
に
つ
い
て
無
保
件
に
大
椛
に
屈
せ
し
む
る
と
と
‘
為
し
た
り
、
合
計
に
関
す
る
行
政
模
強
化
の
主
張
、
す
な
は
ち
、
一
明
治
憲
法
第
七
十
僚
の
趣
旨
の
規
定
や
、
前
年
度
珠
算
施
行
以
上
に
行
政
椛
の
優
位
を
主
扶
す
る
原
案
執
行
椛
を
政
府
に
認
め
る
趣
旨
の
規
定
が
去
は
れ
た
り
-
天
皇
榊
聖
不
可
侵
の
規
定
は
、
甲
乙
築
は
、
「
王
ハ
紳
聖
ナ
リ
不
可
佼
ナ
リ
ト
謂
プ
ガ
如
キ
、
彼
ノ
各
図
-
一
於
一
ア
ハ
蓋
シ
必
要
ノ
依
ナ
り
ト
雄
モ
、
之
ヲ
我
園
日
一
於
テ
の
意
義
ナ
キ
ノ
賢
一
一
一
日
夕
ル
ニ
過
ギ
ズ
」
(
乙
案
例
一
一
一
日
)
と
し
て
本
案
に
入
れ
て
な
い
が
、
既
に
甲
築
試
草
正
文
に
表
は
れ
、
日
本
憲
法
修
正
案
に
表
は
れ
て
ゐ
る
の
は
何
れ
も
ロ
エ
ス
レ
ル
案
の
影
響
で
あ
る
。
共
他
C
の
案
の
甲
乙
案
に
討
し
て
の
差
異
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
大
慌
の
列
奉
が
・
な
さ
れ
、
明
治
志
法
第
十
七
依
、
七
五
依
に
や
回
る
規
定
が
去
は
れ
て
沿
り
、
「
図
氏
」
が
「
臣
民
」
に
改
め
ら
れ
、
義
務
に
関
す
る
規
定
が
椛
利
に
関
す
る
規
定
。
先
に
治
か
れ
て
訟
り
、
帝
国
議
合
、
武
族
院
、
衆
議
院
の
名
稲
が
去
は
れ
、
名
寅
共
に
入
品
々
明
治
意
法
に
近
づ
け
る
包
忠
は
し
め
る
。
概
し
τい
へ
ば
、
と
t
A
で
は
ロ
エ
ス
レ
ル
奈
の
彩
怨
を
え
け
て
井
上
起
案
の
甲
乙
案
よ
り
非
民
主
化
に
傾
い
た
と
と
は
疑
た
い
。
一
見
に
議
院
の
椴
限
を
大
巾
に
減
紘
し
、
甲
る
誌
に
あ
る
上
京
〈
椛
、
訪
似
叉
理
航
、
質
問
者
提
出
総
を
さ
へ
制
。
て
ロ
エ
ス
レ
ル
案
利
払
朋
治
，
信
法
出
品
の
一
断
前
五
三
鰹
演
と
鰹
済
上
に
非
民
主
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
(
と
れ
は
伊
藤
自
身
の
意
見
に
£
つ
宅
削
除
さ
れ
た
と
と
は
明
白
で
あ
り
、
井
上
毅
逐
傑
意
見
に
於
て
か
a
A
る
撚
限
を
認
め
ぎ
れ
ぽ
憲
法
制
定
の
意
義
お
し
み
}
痛
論
せ
る
と
と
は
後
述
す
る
よ
F
と
の
修
正
案
に
於
け
る
井
上
の
立
場
は
如
何
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
井
上
起
草
の
甲
乙
案
修
正
と
い
ふ
意
味
で
‘
且
相
蛍
な
修
正
が
行
は
れ
て
ゐ
る
結
果
よ
り
し
て
、
彼
自
身
の
今
加
が
・
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
議
論
も
起
り
う
る
が
、
率
ろ
彼
自
身
批
判
さ
れ
る
立
場
と
し
て
参
加
し
な
か
つ
だ
と
い
ふ
と
と
は
考
へ
ら
れ
た
い
。
金
津
に
沿
け
る
合
議
は
明
治
二
十
年
六
月
初
よ
り
行
は
れ
、
六
月
始
め
て
金
津
に
-
行
く
時
は
井
上
は
所
努
で
随
行
し
・
な
か
っ
た
が
、
後
に
ば
加
は
っ
て
問
入
で
大
い
に
議
論
を
闘
ほ
し
て
ゐ
る
。
八
月
六
日
憲
法
関
係
の
重
要
書
類
等
盗
難
に
か
L
り
、
〈
も
っ
と
も
重
要
書
類
は
無
事
で
あ
っ
た
が
)
そ
の
た
め
宿
所
を
金
津
よ
り
夏
島
に
移
す
と
い
ふ
事
件
が
あ
っ
た
。
(
伯
爵
伊
東
己
代
治
上
一
一
O
頁
以
一
下
〉
と
の
場
合
井
上
の
甲
乙
茶
を
中
心
と
し
た
と
と
で
あ
り
、
井
上
が
大
い
に
意
見
を
開
陳
し
た
ら
う
と
と
は
推
測
に
難
く
な
い
が
、
し
か
し
と
ー
で
は
井
上
の
抱
く
比
較
的
民
主
的
た
意
見
(
も
と
よ
り
ロ
ヱ
ス
レ
ル
や
伊
藤
等
に
対
し
て
い
ふ
。
〉
が
次
分
修
正
を
加
へ
・
ら
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
五
回
九
、
井
上
毅
遼
傑
意
見
り
日
本
意
法
修
正
案
に
封
し
て
井
上
殺
、
、
ロ
ヱ
ス
レ
ル
の
双
方
と
も
意
見
書
を
提
出
し
た
。
井
上
の
逐
保
意
見
よ
り
み
よ
う
。
提
出
期
は
八
月
二
八
、
九
日
頃
で
あ
っ
た
。
光
づ
俊
章
の
排
列
に
つ
い
て
の
意
見
は
、
修
正
案
が
臣
民
一
般
の
様
利
義
務
を
議
合
の
後
に
な
い
た
の
に
討
し
、
「
図
民
あ
り
て
議
院
あ
り
、
議
院
あ
り
て
図
民
あ
る
に
非
や
」
と
な
し
、
ロ
ヱ
ス
レ
ル
案
の
影
響
を
叉
け
た
る
に
討
し
、
「
ロ
ヱ
ス
レ
ル
氏
。
案
は
図
品
の
椛
利
を
以
て
之
を
議
院
の
後
に
な
き
た
る
は
或
は
雑
馬
人
程
の
弊
-V一
僑
め
て
茜
に
過
ぎ
た
る
に
非
ざ
る
乎
」
と
反
論
し
て
「
図
民
」
の
章
を
議
合
の
前
に
沿
く
べ
き
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
後
の
十
月
修
正
案
で
採
用
さ
れ
た
。
ノ
共
に
内
容
に
つ
い
て
一
瞥
し
上
う
。
何
々
の
詳
細
は
他
に
譲
り
、
と
L
で
は
修
E
案
に
討
す
る
意
見
の
中
、
ロ
ヱ
ス
レ
ル
意
見
と
異
な
る
賠
(
総
じ
て
ロ
ヱ
ス
レ
ル
上
り
民
主
的
た
意
見
で
あ
っ
た
)
と
、
大
体
同
じ
き
賠
の
主
た
る
も
の
を
指
摘
し
よ
う
。
前
者
と
し
て
保
約
締
結
、
財
政
上
緊
急
底
分
、
議
算
に
つ
い
て
の
原
案
執
行
、
天
皇
神
聖
不
可
侵
に
つ
い
て
の
異
見
、
後
者
と
し
て
図
様
総
携
、
取
点
急
勅
令
の
事
、
後
承
諾
、
議
院
の
模
限
等
の
同
意
見
を
皐
げ
う
る
。
井
上
の
怠
法
思
想
に
沿
い
て
明
治
憲
法
よ
り
若
干
民
主
的
で
あ
っ
た
一
例
と
し
て
「
依
約
締
結
の
一
定
の
場
合
に
議
合
の
同
意
を
要
ず
る
」
が
あ
っ
た
こ
と
既
に
屡
々
指
摘
し
た
が
、
ロ
エ
ス
レ
ル
案
の
影
響
に
よ
り
依
約
締
結
は
無
保
件
陀
大
様
に
属
す
る
と
と
に
な
っ
た
修
正
か
え
に
・
対
し
て
井
上
が
沈
獄
す
る
告
が
な
い
。
来
し
て
「
図
民
の
義
務
に
係
る
依
約
は
園
舎
の
認
可
を
経
十
し
て
狽
之
を
公
布
す
る
に
止
ま
る
は
各
図
の
京
法
に
例
な
き
所
な
り
。
:
:
:
此
の
如
き
新
奇
の
依
は
我
図
民
輿
論
を
撹
乱
す
る
の
媒
介
た
る
べ
し
」
と
し
て
強
く
反
封
し
て
ゐ
る
の
は
そ
の
趣
旨
を
貫
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
じ
こ
の
主
張
は
採
用
さ
れ
宇
.
結
局
「
各
国
の
怠
法
に
例
な
き
」
非
民
主
的
規
定
と
な
っ
た
。
ロ
エ
ス
レ
ル
案
の
影
響
を
交
け
て
井
上
の
甲
乙
笑
に
な
か
っ
た
財
政
上
緊
急
虎
分
に
近
い
規
定
が
修
正
案
に
長
か
れ
た
と
と
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
が
、
修
正
案
は
明
治
訟
法
以
上
に
行
政
棋
の
佼
位
を
主
訴
し
議
舎
を
軽
硯
し
て
非
民
主
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
れ
に
封
す
る
井
上
の
意
見
は
、
削
除
せ
よ
と
ま
で
は
主
民
し
な
か
っ
た
が
、
比
較
的
民
主
的
な
立
場
で
批
判
を
加
へ
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
「
租
税
ヲ
謀
シ
及
図
位
ヲ
起
ス
〈
法
伴
.
ヲ
以
-T
之
ヲ
定
ム
」
は
不
滅
不
躍
の
明
文
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
空
文
と
せ
ざ
る
よ
う
に
左
妥
協
案
を
提
示
し
て
十
月
修
正
案
で
そ
の
趣
旨
が
若
干
採
用
さ
れ
翌
年
の
二
月
頃
大
体
採
用
さ
れ
た
。
削
除
訟
を
主
張
し
な
か
っ
た
と
と
ろ
に
彼
の
憲
法
思
想
の
限
界
を
昆
呈
し
た
と
い
へ
る
o
修
正
系
が
前
年
度
設
算
施
行
主
義
以
上
に
行
政
挫
の
優
位
に
立
つ
原
案
執
行
慌
を
政
府
に
認
め
る
規
定
、
す
な
は
ち
政
府
と
議
合
と
で
設
立
の
協
議
接
は
な
い
と
き
は
政
一
凶
は
‘
協
議
を
執
行
す
る
と
い
ふ
、
議
合
魁
蹴
ど
こ
ろ
か
、
議
命
日
向
山
間
肌
の
規
定
に
封
し
で
は
長
向
か
ら
反
封
意
.
見
を
去
切
巴
た
。
か
L
る
規
定
を
沿
く
な
ら
ば
、
「
議
院
を
設
け
ざ
る
に
若
か
守
、
又
始
め
よ
り
憲
法
を
定
め
ざ
る
に
若
か
宇
、
」
ピ
ス
マ
ル
ク
主
義
は
非
常
の
場
合
の
巴
む
を
え
ざ
る
方
法
で
わ
が
怠
法
の
範
と
は
な
ら
宇
、
と
れ
で
は
窓
法
で
な
い
と
極
言
し
、
ロ
エ
ス
レ
ル
の
意
見
に
依
っ
た
こ
と
を
非
難
し
τ
「
ロ
エ
ス
レ
ル
氏
が
ピ
ス
マ
ル
ク
氏
。
政
略
主
義
を
採
τ我
図
。
憲
法
と
一
な
さ
ん
と
の
意
見
は
畢
完
東
洋
の
立
志
は
名
儀
。
立
憲
に
し
τ良
の
立
志
を
行
ふ
の
度
に
達
せ
・
?
と
の
度
外
の
推
測
に
由
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
」
と
端
的
に
そ
の
所
見
を
提
示
せ
る
は
誠
に
偉
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
十
月
修
正
案
で
採
川
さ
れ
た
。
し
か
し
成
程
彼
は
近
代
的
意
義
の
憲
法
を
設
け
る
以
上
は
議
舎
に
L
定
。
植
民
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
ο立
志
主
誌
に
討
す
る
正
広
な
る
認
識
乞
把
持
表
明
は
し
℃
ゐ
る
が
、
前
年
度
設
算
施
行
主
義
は
岩
倉
の
訟
法
制
鋭
起
ぷ
以
ぷ
出
持
せ
る
却
に
於
τ
乙
L
で
も
彼
O
訟
法
川
山
村
山
の
間
以
外
乞
示
せ
る
も
の
で
、
あ
る
。
乙
れ
鼠
述
。
如
く
、
「
怠
法
政
治
は
政
作
品
以
治
と
な
る
こ
と
は
山
下
同
然
で
あ
る
い
」
と
み
つ
L
、
大
松
内
凶
を
陥
へ
た
帝
政
認
ω
一
契
紫
限
舎
に
加
入
せ
る
出
品
法
芯
恕
と
全
く
共
明
治
包
法
究
の
一
断
固
五
五
経
替
之
趨
済
-・
五
六
遇
。
も
角
の
で
あ
る
を
物
語
る
の
で
あ
る
。
天
皇
の
身
体
。
一
利
重
不
可
侵
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
乙
実
例
守
口
D
趣
旨
を
更
に
布
約
し
て
不
用
論
を
惑
ぺ
た
が
、
十
月
'
の
修
E
案
で
は
採
用
さ
れ
宇
、
コ
一
度
意
見
を
述
ペ
て
「
身
体
」
の
二
字
削
除
の
み
が
後
翌
年
二
月
頃
認
め
ら
れ
た
0
・
4
，
共
に
ロ
エ
ス
レ
ル
と
大
体
同
意
見
の
も
の
を
み
よ
う
。
修
正
案
第
四
僚
が
「
天
皇
ハ
帝
国
ノ
元
首
一
一
シ
テ
一
切
ノ
図
様
ヲ
総
撹
シ
此
憲
法
ノ
主
義
=
基
キ
が
め
れ
恥
作
ご
と
し
て
同
一
物
を
上
段
で
は
図
様
と
い
ひ
、
下
段
で
は
犬
政
と
い
へ
る
を
不
営
と
し
て
統
一
す
る
と
と
を
主
張
し
て
後
に
採
用
さ
れ
た
。
わ
修
正
案
は
、
緊
急
勅
令
に
封
す
る
議
舎
の
事
後
承
諾
を
.
欠
い
て
ゐ
た
。
、
井
上
逐
俊
意
見
に
於
て
「
君
主
命
令
の
模
は
或
場
合
に
於
〈
の
み
憲
法
に
於
て
血
ハ
へ
ら
れ
た
る
制
限
特
様
に
し
て
即
ち
命
令
を
殻
す
る
に
は
本
僚
の
理
由
か
叉
は
法
律
の
施
行
に
由
る
か
の
一
に
根
擦
を
得
る
と
を
を
詮
明
せ
ざ
る
べ
か
ら
や
」
と
の
主
張
の
下
に
「
議
院
の
弐
舎
に
於
て
承
認
を
経
る
と
と
を
要
す
る
を
掲
げ
て
以
て
本
僚
の
主
義
を
結
束
せ
ざ
る
べ
か
ち
ゃ
」
と
い
ふ
。
後
に
採
用
さ
れ
た
。
‘
h
議
院
の
様
限
に
つ
い
て
み
よ
う
。
井
上
私
案
に
於
て
は
大
臣
郵
該
様
、
出
席
要
求
棟
、
事
費
宋
夜
椛
等
を
認
め
て
比
較
的
民
主
性
hr-
殻
揮
し
て
治
り
、
未
完
「
憲
法
義
解
」
以
後
は
、
大
臣
掠
該
棋
は
た
く
在
っ
て
ゐ
る
が
、
大
臣
出
席
要
求
権
、
行
政
審
査
桜
、
質
問
様
、
請
願
受
理
棟
、
建
議
上
奏
様
は
認
め
て
ゐ
d
る
。
し
か
も
夏
島
修
正
案
は
斯
様
な
民
主
的
な
様
限
は
全
く
削
除
し
て
、
ロ
ヱ
ス
レ
ル
案
以
上
に
非
民
主
化
さ
れ
た
と
と
は
さ
き
に
述
べ
た
、
と
れ
に
封
し
井
上
は
「
憲
法
を
設
け
議
院
を
閃
く
は
主
要
の
目
的
と
し
て
椛
勢
の
平
筒
を
保
ち
偏
重
の
専
.
横
を
防
が
ん
と
す
:
:
:
」
と
の
見
解
を
表
明
し
、
か
L
る
様
限
を
m(
へ
な
け
れ
ば
憲
法
制
定
の
意
義
な
し
と
根
言
せ
る
は
極
め
て
正
営
な
る
見
解
で
あ
っ
た
。
伊
藤
の
非
民
主
的
思
想
は
井
上
の
と
の
意
見
に
よ
り
打
破
さ
れ
)
質
問
様
、
請
願
受
理
椛
、
建
議
上
奏
棋
が
十
月
修
正
案
で
認
め
ら
れ
、
後
憲
法
、
議
院
法
で
確
定
じ
た
J
要
す
る
に
夏
島
修
正
案
が
徐
り
に
も
ロ
エ
ス
レ
ル
の
影
響
下
に
、
あ
る
ひ
は
そ
れ
以
上
に
非
民
主
化
さ
れ
、
接
し
き
場
合
に
は
、
井
上
自
身
の
言
葉
に
上
れ
ば
、
憲
法
で
な
い
俊
文
、
「
名
儀
の
立
憲
に
し
て
未
だ
買
の
立
憲
で
な
い
」
諸
修
正
に
封
し
て
果
敢
に
そ
の
意
見
を
開
陳
し
た
の
が
井
上
の
逐
傑
意
見
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
皐
克
最
小
限
度
の
立
憲
主
義
の
主
張
に
と
Y
ま
っ
た
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
りさ
井
上
殺
逐
際
意
見
る
一
文
か
霞
む
好
機
か
え
な
し
に
末
節
ば
主
、
と
し
て
均
田
氏
の
貴
重
な
司
令
御
論
文
「
怠
怯
起
草
の
経
過
に
つ
い
て
片
岡
家
間
脅
唾
誌
第
五
七
愈
第
二
援
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
多
い
。
詑
し
て
照
誌
の
意
晶
表
し
た
い
。
J
井
上
の
甲
案
で
は
「
大
政
」
の
諮
た
使
用
し
、
乙
案
で
は
「
図
鴎
」
の
語
ら
使
用
し
て
ゐ
る
が
、
何
れ
も
上
段
と
下
段
と
で
分
け
な
い
で
統
一
し
て
使
用
し
て
ゐ
る
。
其
他
元
首
の
文
字
は
不
要
な
り
と
唱
へ
た
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
一O
J
ロ
ヱ
ス
レ
ル
日
本
憲
法
修
正
案
ニ
関
ス
ル
意
見
書
夏
島
修
正
案
に
討
す
る
ロ
ヱ
ス
レ
ル
の
意
見
書
は
、
伊
藤
博
文
編
憲
法
資
料
下
巻
七
O
頁
以
下
に
伊
東
巳
代
治
の
名
の
下
陀
掲
哉
さ
れ
て
ゐ
る
。
伊
東
巳
代
治
は
課
者
七
q
一
-
ぶ
す
の
で
ロ
ヱ
ス
レ
ル
の
も
の
た
る
と
と
は
墜
界
に
於
て
も
は
や
異
論
な
き
と
と
ろ
で
あ
る
。
提
出
期
は
井
上
の
意
見
書
提
出
後
、
語
文
の
，
出
来
た
の
は
十
月
十
日
頃
で
あ
る。修
正
案
が
ロ
エ
ス
レ
ル
案
。
影
響
を
多
分
に
受
け
て
ゐ
る
と
と
に
つ
き
ロ
エ
ス
ν
ル
は
満
足
せ
る
黙
多
か
っ
た
が
、
更
に
採
用
さ
れ
ぎ
る
枇
耐
に
つ
き
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
。
ロ
エ
ス
レ
ル
意
見
と
井
上
意
見
の
異
な
る
も
の
と
大
体
同
じ
き
主
た
る
も
の
を
み
よ
う
。
4
領
土
に
関
す
る
規
定
は
、
井
上
私
案
、
甲
乙
案
何
札
に
も
あ
り
、
夏
島
修
正
案
に
も
あ
っ
た
が
、
ロ
ヱ
ス
レ
ル
は
ブ
領
土
の
僚
は
奮
闘
た
る
日
本
で
は
明
か
で
明
僚
を
持
く
必
要
な
く
領
土
愛
更
が
法
律
に
依
る
と
せ
ば
宣
戦
議
和
締
約
の
犬
擦
と
矛
盾
す
る
故
削
除
す
べ
し
と
主
以
し
て
、
十
月
修
正
系
で
採
用
さ
れ
た
。
、
'
f
明
治
志
法
に
於
τは
区
ほ
ん
の
様
利
白
山
は
法
律
。
節
目
内
に
於
て
享
有
し
う
る
に
過
ぎ
・
下
、
更
に
政
府
の
ー
副
立
法
様
の
庚
汎
な
と
と
に
よ
っ
て
愈
々
制
限
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
札
は
世
界
に
殆
ん
芝
例
を
み
た
い
「
臣
民
ノ
幸
一
耐
ヲ
増
進
ス
ル
魚
」
ハ
明
治
憲
法
第
九
能
〉
の
濁
立
命
令
擦
を
認
め
て
ゐ
た
た
め
で
あ
る
?
と
の
規
定
は
ロ
ヱ
ス
レ
ル
白
身
の
私
案
に
も
、
井
上
の
諸
案
の
何
れ
に
も
去
は
れ
・
な
か
っ
た
も
の
を
、
ロ
v
ヱ
ス
レ
ル
が
修
正
'
築
に
討
す
る
意
見
と
し
て
「
図
家
ノ
安
宰
幸
一
悩
ヲ
維
持
シ
及
施
治
広
、
宣
ヲ
得
ル
第
一
こ
濁
立
命
令
を
褒
し
う
る
こ
と
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
と
の
意
見
書
に
於
て
力
説
し
た
乙
と
に
基
凶
せ
る
も
ρ
と
考
へ
ら
れ
る
。
り
」
議
舎
が
珠
算
を
議
決
す
る
に
あ
た
っ
て
幾
多
の
制
限
が
存
し
た
明
治
憲
法
の
規
定
の
中
、
い
は
ゆ
る
既
定
費
(
憲
法
上
ノ
大
様
一
一
基
ヅ
ケ
ル
既
定
ノ
歳
出
)
も
亦
「
政
府
ノ
同
意
ナ
ク
シ
テ
帝
園
議
合
之
ヲ
俊
除
シ
又
ハ
削
減
」
(
第
六
七
保
〉
す
る
と
と
が
出
来
な
い
と
と
に
な
。
2) 
明
治
憲
法
史
の
一
断
固
五
七
経
替
と
経
済
五
八
て
ゐ
た
。
諸
外
園
に
殆
ん
芝
そ
の
例
を
み
な
か
極
め
て
非
民
主
的
な
る
規
定
で
あ
っ
た
が
、
と
れ
は
ロ
ヱ
ス
レ
ル
意
見
を
掛
酌
し
て
修
正
案
に
も
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
宇
後
に
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
井
上
は
か
L
る
主
肢
は
し
て
ゐ
な
い
。
共
他
ロ
ヱ
ス
レ
ル
逐
保
意
見
と
井
上
の
逐
俊
意
見
と
略
々
同
じ
き
黙
で
修
正
案
に
封
す
る
も
の
は
、
緊
急
勅
令
に
到
す
る
議
舎
の
事
後
承
諾
慌
を
入
れ
上
九
議
算
外
支
出
の
議
舎
の
事
後
承
諾
棋
を
入
れ
よ
と
か
、
議
舎
の
楳
限
を
削
除
し
た
と
と
に
到
し
て
の
復
活
の
要
求
、
(
と
の
中
議
院
の
法
律
起
案
様
を
主
張
し
た
賠
の
み
は
、
ロ
ヱ
ス
レ
ル
の
方
が
民
主
的
で
あ
っ
た
。
)
図
雄
総
撹
の
僚
の
統
一
位
。
主
張
は
3
用
語
は
ロ
ヱ
ス
レ
ル
は
「
地
治
様
」
井
上
は
「
犬
政
」
を
伎
用
し
て
ゐ
る
が
趣
旨
は
同
様
で
あ
り
、
以
上
何
れ
も
十
月
修
正
案
で
大
体
採
用
さ
れ
た
。
貴
族
院
の
名
稀
が
必
宇
し
も
貴
族
の
み
で
組
織
さ
れ
な
い
な
ら
不
趨
静
岡
で
あ
る
と
の
主
張
は
雨
者
時
々
同
様
だ
っ
た
が
、
と
れ
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
ロ
ヱ
ス
レ
ル
意
見
は
、
修
正
案
に
討
し
て
は
部
分
的
に
は
若
干
民
主
的
な
鮪
も
あ
っ
た
が
、
概
し
τ
い
へ
ば
行
政
椛
の
優
位
、
井
上
。
一
一
日
に
よ
れ
ば
、
名
儀
ω立
怠
に
し
て
真
。
立
志
に
非
ざ
る
如
き
憲
法
を
日
本
憲
法
と
せ
ん
と
「
意
見
」
し
τ
ゐ
り
、
ロ
エ
ス
レ
ル
自
身
ω憲
法
思
組
は
と
も
か
く
と
し
τ
「
度
介
の
推
測
」
に
由
る
も
の
と
断
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
門註
uり鈴
木
前
抽
選
二
一
九
三
瓦
。
河
村
前
渦
論
文
七
四
九
瓦
。
柏
田
前
哨
論
文
品
9
m
m
o
一
一
、
説
掛
〆
伊
藤
博
文
公
修
正
媛
、
法
縞
不
自
鳳
活
説
明
憲
法
参
照
夏
島
修
正
案
に
対
し
て
井
上
、
ロ
エ
ス
レ
ル
の
逐
依
意
見
を
参
的
し
て
廷
に
十
月
に
修
正
栄
が
出
来
た
。
(
稲
田
氏
は
前
掲
論
文
で
こ
れ
を
第
二
一
夏
島
草
案
『
十
月
案
』
と
稿
さ
れ
て
ゐ
る
。
)
主
要
な
黙
は
銃
に
指
摘
し
て
な
い
た
如
く
、
と
t
A
で
は
比
較
的
多
く
井
上
の
意
見
が
採
用
さ
れ
て
夏
島
修
正
案
が
徐
り
に
非
民
主
化
せ
る
に
封
し
て
相
賞
。
修
正
が
行
は
れ
た
J
就
中
ロ
エ
ス
レ
ル
の
影
響
下
に
財
政
の
諸
依
文
は
議
合
軽
蹴
乃
至
無
制
仰
の
非
民
主
的
規
定
と
な
っ
て
ゐ
た
も
の
を
井
上
の
意
見
に
よ
っ
τ或
限
度
で
抑
へ
え
た
こ
と
は
看
逃
し
え
な
い
。
十
月
修
正
系
後
井
上
は
、
乙
の
奈
の
推
践
と
草
案
任
保
。
説
明
の
起
半
を
伏
抑
制
さ
れ
、
ロ
ヱ
ス
レ
ル
と
の
質
疑
を
重
ね
つ
L
翌
二
一
一
年
)
月
中
旬
頃
ま
で
に
逐
保
詰
併
を
背
い
た
。
と
れ
が
「
説
明
」
で
あ
る
o
而
し
て
と
の
「
説
明
」
案
に
つ
い
て
二
月
中
旬
以
後
、
伊
藤
以
下
問
入
、
或
は
夏
島
で
、
或
は
高
輪
邸
で
審
議
を
行
仏
、
そ
の
諾
意
見
を
井
上
が
慎
重
に
取
入
れ
て
一
一
暦
の
完
壁
を
期
し
三
月
初
旬
に
成
案
を
え
た
。
と
れ
「
伊
藤
博
文
公
修
正
憲
法
稿
本
」
で
あ
り
、
(
此
者
に
つ
い
て
は
、
金
子
堅
太
郎
氏
の
ま
え
が
き
中
「
帝
国
憲
法
及
義
解
の
第
一
総
本
」
た
る
と
と
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
よ
と
れ
を
四
人
で
辰
後
的
検
討
を
経
て
出
来
た
も
の
が
「
憲
法
説
明
」
で
あ
り
遮
く
も
四
月
初
に
と
れ
を
伊
藤
が
関
下
.
に
奉
呈
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
(
十
月
修
正
案
以
後
草
案
完
成
関
下
に
奉
呈
す
る
ま
で
に
は
、
二
一
年
一
月
よ
り
何
回
も
合
合
を
豆
ね
細
部
乍
ら
高
金
を
期
し
て
修
正
が
行
は
れ
た
箇
所
の
詳
細
は
こ
れ
を
稲
田
氏
前
掲
諸
論
文
の
克
明
た
る
御
研
究
に
議
ら
う
。
)
伊
藤
…
博
文
絹
志
法
資
料
中
容
五
三
頁
以
下
に
「
憲
法
的
参
照
」
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
と
れ
は
「
乙
案
試
草
」
の
兎
に
殻
展
し
だ
も
の
で
あ
り
、
井
上
が
如
何
に
苦
心
し
τ諸
外
岡
訟
訟
、
意
訟
出
宇
一
訟
を
参
隠
せ
る
か
を
う
か
む
う
と
と
が
出
来
る
。
〈
未
完
)
朋
治
憲
法
史
の
一
断
固
五
九
